

















要旨 第 次南極地域観測隊夏期行動の概要を報告する．第 次隊は総





ストラリス」は 月 日に同地を出港し，海洋観測を実施しつつ 月 日






し，ホバートに 月 日に到着，観測隊は航空機で 月 日に帰国した．
一方，航空機により南極へ入りセール・ロンダーネ山地へ向かった隊は 月
日に成田を出発し， チャーター機により， 月 日，プリン
セスエリザベス基地（ベルギー）に到着した．同隊は，セール・ロンダーネ
山地の西部で野外調査を実施した後， 月 日にケープタウンに戻り， 月
日に成田空港へ到着した．
は じ め に
第 次日本南極地域観測隊（以下，第 次隊）は，南極地域観測第 期計画（以下，










鷹丸」で実施した），萌芽研究観測 課題，モニタリング研究観測 課題，定常観測 課題














































































































































































































































































































































































































































































第 次隊の実施計画と隊員編成は， 年 月 日開催の第 回南極地域観測統合







第 次隊では，設営系 名中の 名の隊員枠に対して，インターネット等により公募






































輸送 国内・寄港地での積み込み ドライコンテナ 台およびリーファーコンテナ 台，オーストラリア
調達第 次隊用食料及び第 次隊用食料
昭和基地 観測設営機材，食料，私物，持帰り物資









月 日 セール・ロンダーネ地学調査隊員（夏隊 名），成田発
月 日 セール・ロンダーネ地学調査隊員，プリンセスエリザベス基地（ベルギー）着
月 日 観測隊本隊（越冬隊 名，夏隊 名）及び同行者（ 名），成田発
月 日 「オーロラ・オーストラリス」，フリーマントル出港
年
月 日 「オーロラ・オーストラリス」，南緯 度通過
月 日 「オーロラ・オーストラリス」，流氷縁着
月 日 昭和基地へ第一便（昭和基地から マイル地点），空輸開始
月 日 悪天候のため空輸中断，海洋観測開始
月 日 天候回復のため海洋観測中断，空輸再開
月 日 「オーロラ・オーストラリス」，定着氷縁着（昭和基地から マイル地点）





月 日 昭和基地外出注意令（ 日 日 ）





月 日 「オーロラ・オーストラリス」，南緯 度通過
セール・ロンダーネ地学調査隊員，成田着
月 日 「オーロラ・オーストラリス」，ホバート入港
月 日 第 次越冬隊，第 次夏隊・同行者，ホバートからシドニーへ移動

























昭和基地及び沖合いにおける活動は 月 日から 月 日の期間実施された． 月中旬
は気温が高く，穏やかな晴天の日が多かったが，下旬には 月としては 年ぶりのブリ
ザードとなり，最大瞬間風速 / を記録した（第 次越冬隊 月月例報告）． 日
（ ） 日（ ）及び 日（ - ）には外出注意令が発令され，屋外
での活動に支障をきたした．月末にかけて低気圧が基地西方で停滞したために天候不良が








業が出来なかった 月 日，及び第 次隊の昭和基地への輸送終了後，持ち帰り輸送の















ることが出来た．第 次隊の昭和基地への物資輸送（総計 トン）は， 日に終えた．
この 日の期間，朝から夕刻まで 日を通して飛行作業が実施できたのは， 日 日及
び 日の 日，天候上の理由から飛行作業が 日を通して出来なかったのは 日及び








地の北 マイル付近で停滞した．その後，天候上の理由による飛行作業待機は 月 日ま
で続いた．










昭和基地最終便となるヘリコプターは， 月 日，残作業に従事していた第 次夏隊員














実施するセール・ロンダーネ地学調査隊員 名は，平成 年 月 日，成田空港からシ
ンガポール経由で南アフリカケープタウンに向け出発，翌 日ケープタウンへ到着した．
















































所）危機管理委員会の下に置かれた極地観測安全対策常置分科会（ 年 月 日開催）
において承認されたものである．
?オーロラ・オーストラリス」船上における安全対策については，船上で配布された
「 」に従った．出港日の 月 日には，「オーロラ・オーストラリス」乗組
員の指導による安全講習，脱出艇訓練， 装着訓練，及び （非
常召集訓練）が実施された．なお， は航海中原則週 回（毎週土曜日）に実施















第 次隊のうち女性隊員 名， サイエンスリーダー，航海副リーダー， 基地
作業支援員のうち女性 - 名，及びヘリパイロット 名は居住棟の空いている部屋を利用
した．その他の 基地作業支援員男性は，第 夏期隊員宿舎のベッドを利用した．食事









月 日 月 日，第 次越冬隊とメール連絡により積雪状態，除雪の情報交換を
行った． 月 日 日，第 次隊到着の事前準備について第 次越冬隊と情報交換を
行った． 月 日 日，緊急物資を搬入し，レーダーサイトまで搬送，小屋内運び込み，
装置組み立てを行った．緊急物品の一部であるケーブルが行方不明となったため，レーダー
の通電には至らなかった．ケーブル捜索を行うとともに，ケーブル無しでできる項目から

























- ，測点 において 観測，ノルパックネット，ガマグチネットを実施し
た． - ，測点 において 観測を実施した． 日 - ，定着氷
縁 において，表面採水，ネット採集を実施した．培養実験，動物プランクトン飼育実
験を行った． 日 - ，定着氷縁 において，ネット採集を実施した． 日
- ，測点 において 各層採水，ノルパックネット，ガマグチネット観測
を実施． - ，測点 において 各層採水を実施． 日 - ，測
点 において 各層採水，ノルパックネット，ガマグチネット観測を実施． -
，測点 において 各層採水を実施． - 日，培養水槽において基礎次生
産測定実験を実施した．低温室において動物プランクトン飼育実験を実施した． 日
- ，測点 において 各層採水，ノルパックネット，ガマグチネット観測を実












































に ヶ所設置し，それぞれ - 週間滞在した．キャンプ地からは日帰りで調査し，基本的に
全員が同じ調査行動をとったが，一部途中 班に分かれての行動もあった．今シーズンは























月 日 ， )内蔵気圧計の確認， )アンカー切り離し装置 /ビーコン /フ
ラッシャーの動作確認，)海底圧力計 /マイクロキャットの観測開始設定を実施した．













溶存酸素濃度， ）， )動物プランクトン試料の収集（ ネット - ）， )光
観測（ 光学観測，水中 ，表面光連続観測）
月 日，表面光学連続観測装置の立ち上げを行い，観測を開始した． 月 日（測点
）， 日（測点 ）， 日（測点 ）， 日（測点 ）， 日（測点 ）， 日（測点 ）， 月






② )曳航型連続プランクトンサンプラ （ー ）観測（ 観測線 観測点間曳航最大距離
は ）， )表層モニタリング（表層モニタリング装置による観測，ポンプ表面採水に
より 濃度，植物プランクトン試料，栄養塩試料）
月 日，測点 終了後， 曳航を開始した．以後，停船観測開始直前に揚収・停船
観測終了後に曳航をを行った．往路は， 月 日まで行った．復路では， 月 日 日





月 日 月 日，第 次越冬隊とメール連絡により積雪状態，除雪の情報交換を
行った． 月 日 日，第 次越冬隊と連絡をとり，積雪状況の日変化についての記録
を依頼した． 月 日 日，残雪の量が例年に比べてかなり多いこと，水溜状況などを
調査した．改良型試験アンテナパーツの取り付けを開始した． 月 日 日，改良型ア






月 日 ，ラコスト重力計に電源を投入した．並行し 測量機充電も開始
した． 月 日 ， 測量機の充電を終了した． 日，多目的アンテナ内におい
て踏査及び選点を実施．必要器材の準備を行い，レドーム内に 点のコロケーションポイ
ントを設置． 日 日， 日 時間（ - ），コロケーション作業を実施した．
ラコスト重力計の充電は継続した． - 日，計 時間のコロケーション作業を実施し
測点での観測を終了した． 日 日，コロケーションポイントの多角測量，水準測量を








日 回の表面バケツ採水及び停船観測の ニスキン採水で水温・塩分・ ・溶存酸
素・栄養塩分析用海水試料を得た．分析は，ホバート帰港後 スタッフが実施する．
② ・ による観測
航走中， 日数回 あるいは 観測を実施した．
③ 各層観測 による連続水温・塩分観測，及び採水器による各層採水（塩分・ ・
溶存酸素・栄養塩）
月 日（測点 ）， 日（測点 ）， 日（測点 ）， 日（測点 ）， 日（測点 ）， 日（測
点 ）， 月 日（測点 ）， 日（測点 ）， 日（測点 ）， 日（測点 ）， 日（測
点 ）に， 観測を行った．
④ 流況調査 漂流ブイ（アルゴスブイ）の放流（往路 個）







































月 日，除雪状況と資材運搬状況の確認を行った． 日，現場調査． 日 日，除
雪． 日，荷揚場削岩． 日，荷揚場土留かご設置及び岩運搬． 日，荷揚場整地・転圧．
日，荷揚場整地仕上． 日，道路整備，土砂運搬． 日，道路整備，土砂運搬，荷揚場
シート敷設． 日，荷揚場削岩． 日，道路整備． 日，道路整備，ハウエル管埋設．




要望した． 日，現場調査． 日，基礎測量． 日，基礎測量，基礎鉄筋組立． 日
日，基礎型枠加工． 日，基礎コン()打設． 日，基礎コン()型枠組立，基礎コン()
打設． 日，基礎型枠解体，土台鋼材設置． 日，土台鋼材設置，床材組立，壁パネル組












月 日 日，改造工事を実施（ 日完了）．以後， 月 日まで，運用，日々点検，
薬液補充を行い，夏期計画を終了した．
③ 汚染処理 夏期（情報処理棟燃料流出に伴う汚染土壌の処理）
月 日 月 日の期間には実施できなかった．
④ 廃棄物処理 夏期梱包材処理
















月 日，現場調査を実施． 日，測量． 日，基礎掘削． 日，捨てコン型枠組立，





月 日，現場調査を実施． 日，測量． 日，基礎掘削． 日，ケルン旧案内解体
撤去，基礎部削岩． 日，捨てコン型枠組立，捨てコン打設． 日，鉄筋組立段取，型枠
加工． 日，鉄筋組立，型枠組立． 日，基礎コンクリート打設（手練り）． 日，型枠
解体，埋め戻し，案内標識を設置し計画を終了した．
③ コンクリートプラント運用
月 日，生コンプラント の立上げ要領書（第 次隊版）を作成した． 日，現場調




月 日，現場調査． 日，足場組立（枠組み足場（高所部））． 日 日，足場組立
（単管足場（高所部））． 日，機材の準備を行った．工事は天候不良のため延期した． 日













月 日 日，第 次越冬隊員及び夏隊希望者向けに を設定，配布した． 日




月 日 日，衛星受信棟にて第 次越冬隊より，ハードウェアを主体にした引継ぎ
を受けた．内容は「 / 」受信． 日， / 運用の引き継ぎ． 日，宙空・








備してくれた． 月 日 月 日， 及び により，昭和基地周辺の通信を円滑に
実施することができた． 月 日 日には，西オングル及び の野外オペレーション
において，円滑に 及び の電波を使用して更新を実施することができた．
② 夏期通信（地学調査隊）
月 日 月 日，セール・ロンダーネ隊との定時交信は短波（ ）及びイリジウム
を使用して円滑に実施することができた．
③ 装備品管理・保守（夏期）

















































石沢賢二・水野 誠（ ）オーロラ・オーストリスによる第 次隊での昭和基地への人員・物
質輸送．南極資料， ， - ．
第 次南極地域観測隊夏期行動報告 -
